
今月の主な内容 

（住民基本台帳人口による） 

いの町の人口人口 いの町の人口 
平成18年9月末日現在 （　）内は前年同月末日 

広報 

いの町ホームページ   http://www.town.ino.kochi.jp/

秋の火災予防運動始まる 3

平成１９年度　保育園入園のご案内 4

平成１９年度　幼稚園入園のご案内 5

第１７回　ほのほの王国もみじまつり 6

１１・１２月の保健行事予定表 １０ 

成人式のご案内 １１ 

１１月・１２月の催し物 １２ 

いのスポーツクラブ　スポーツ教室・大会予定 ２０ 

●総人口　28,113（28,480）人 

●男　性　13,476（13,657）人 

●女　性　14,637（14,823）人 

●世帯数　11,189（11,143）世帯 
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１０月４日「伊野南小学校運動会」開催風景 
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９
月
３
日（
日
）、い
の
町
内
で
、

南
海
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

伊
野
地
区
で
は
、
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
、
地
区
住

民
を
は
じ
め
関
係
機
関
あ
わ
せ
て

約　

名
の
皆
さ
ま
の
参
加
の
も

１５０
と
、９
時
か
ら
い
の
医
師
団
、吾
川

郡
医
師
会
に
よ
る
災
害
医
療
救
護

所
立
ち
上
げ
訓
練
、
避
難
訓
練
、

初
期
消
火
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
救
急

法
訓
練
等
を
、
ま
た
吾
北
、
本
川

地
区
で
も
消
火
器
取
り
扱
い
訓
練

等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

南
海
大
地
震
は
今
後　

年
以
内

３０

に　

％
の
確
率
で
起
こ
る
と
さ
れ
て

５０
い
ま
す
。そ
の
規
模
は
Ｍ
８
・
４
の

非
常
に
大
き
な
地
震
と
想
定
さ
れ

て
お
り
、い
の
町
で
は
５
弱
〜
６
強

ま
で
の
震
度
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。日
ご
ろ
か
ら
避
難
場
所
、避
難

経
路
、防
災
用
品
の
備
え
等
再
確

認
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　

月
の
消
防
団 

１１行
事
予
定　
　

　

月　

日（
日
）

１１

１２

　

秋
季
消
防
演
習

　

月
９
日（
木
）〜　

月　

日（
水
）

１１

１１

１５

　

秋
の
火
災
予
防
運
動

（
伊
野
方
面
隊
）

　

毎
月
１
日
、　

日
、　

日
に
各
地

１１

２１

域
の
消
防
屯
所
で
無
線
の
通
信
テ

ス
ト
、機
械
器
具
の
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。

（
吾
北
方
面
隊
）

　

各
地
域
の
消
防
屯
所
で
機
械
器

具
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
本
川
方
面
隊
）

　

第
１
分
団
は
第
１
水
曜
日
、第

２
分
団
は
第
１
金
曜
日
、第
３
分

団
は
第
１
水
曜
日
に
各
消
防
屯
所

で
機
械
器
具
の
点
検
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

男
女
消
防
団
員 

募
集　
　
　
　

!!

〜
わ
が
町
い
の
町
を
守
ろ
う
〜

　

い
の
町
で
は
、町
内
在
住
の
方
で

地
域
で
の
防
火
・
防
災
活
動
に
従

事
す
る
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。　

歳
か
ら　

歳
く
ら
い
ま
で

１８

４０

で
、健
康
で
使
命
感
あ
ふ
れ
る
方

の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
団
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
の
各
分
団

　

仁
淀
消
防
署
消
防
団
係
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高
知
矯
正
展
の 

開
催
に
つ
い
て

開
催
日
時　
　

月　

日（
木
）

１１

２３

　
　
　
　
　

９
時
〜　

時　

分

１５

３０

開
催
場
所　

高
知
刑
務
所

開
催
内
容

　

○
矯
正
資
料
コ
ー
ナ
ー

　

○
性
格
検
査
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

○
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

　

※
先
着　

名
様
に
、
粗
品
を
進

１００

呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

高
知
刑
務
所
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防
災
訓
練
を 

　
　
　
　
実
施
！ 

訓　練 

初期消火バケツリレー（伊野地区）

天ぷら油火災消火訓練（吾北地区）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

飲酒運転を 
根絶しましょう 

　

８
月　

日
福
岡
県
で
、公
務

２５

員
が
飲
酒
運
転
中
に
追
突
事
故

を
起
こ
し
、幼
児
３
人
が
死
亡

す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
た
後
も
、飲
酒
運
転
に

よ
る
重
大
事
故
や
、検
挙
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
「
少
し
ぐ
ら
い
飲
ん
で
も
」

「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
な
ら
」と

い
う
軽
い
気
持
ち
が
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
事
態
を
招
き
ま

す
。

　

飲
酒
運
転
は
死
亡
事
故
等
の

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
行

為
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

「
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な

い
。
酒
を
飲
ん
だ
者
に
は
運
転

さ
せ
な
い
。
運
転
す
る
者
に
酒

を
出
さ
な
い
、
勧
め
な
い
」
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

災害医療救護所立ち上げ訓練（伊野地区）
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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が

非
常
に
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が

多
い
こ
と
か
ら
火
災
が
発
生
し
や

す
く
、
ま
た
一
旦
火
災
が
発
生
す

る
と
急
速
に
延
焼
拡
大
し
、
大
火

に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
毎
年
こ
の
時
期
に
あ
ら
た
め

て
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
「
火
の
用

心
」
に
対
す
る
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
き
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及

並
び
に
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、　

月
９
日（
木
）を「
一
一
九
番

１１
の
日
」と
定
め
、　

月　

日（
水
）ま

１１

１５

で
の
１
週
間
、「
消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の
心
の　

注
意
の
火
」
の

防
火
標
語
の
も
と
全
国
一
斉
に
秋

季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
　
住
宅
防
火 

　
　
い
の
ち
を
守
る 

　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣　
　
　
　
　
　
　
　

　

☆
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

　
　

毎
年
た
ば
こ
は
出
火
原
因
の

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
た

ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
消
し
忘

れ
、
寝
た
ば
こ
等
は
、
絶
対

に
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

☆
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る
。

　
　

寒
さ
と
と
も
に
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
暖
房
器
具
を
使
い
始
め

ま
す
が
、使
用
前
に
は
必
ず

点
検
整
備
を
行
い
正
し
い
使

い
方
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

☆
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

　
　

住
宅
火
災
の
原
因
で
コ
ン
ロ

火
災
（
天
ぷ
ら
油
等
）
に
よ

る
も
の
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
温

度
は　

度
、
こ
の
温
度
に
達

１８０

す
る
時
間
は
約
５
分
、
天
ぷ

ら
油
が
自
然
発
火
す
る
温
度

は
約　

度
、
そ
の
温
度
に
達

３６０

す
る
時
間
が
約　

分
〜　

１５

２０

分
。
コ
ン
ロ
使
用
中
に
そ
の

場
を
離
れ
る
場
合
は
必
ず
火

を
消
し
て
か
ら
離
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

４
つ
の
対
策　
　
　
　
　
　
　
　

　

☆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
具
を
設

置
す
る
。

　

☆
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
、
寝
具
や
衣
類
は
防
炎
製

品
を
使
用
す
る
。

　

☆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

　
　

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

安
全
暖
房
器
具
・
調
理
器
具

や
燃
え
に
く
い
カ
ー
テ
ン
な

ど
の
防
炎
物
品
及
び
寝
具
な

ど
の
防
炎
製
品
の
使
用
も
有

効
で
す
。

　

☆
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　
　

放
火
を
除
く
、建
物
火
災
に

よ
る
死
者
の
大
半
が
高
齢
者
、

乳
幼
児
等
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち

の
よ
う
な
災
害
弱
者
は
、１
階

の
す
ぐ
戸
外
に
避
難
で
き
る

場
所
に
寝
室
を
と
り
、整
理

整
頓
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
事
・
救
急
は
、
１
１
９
番

火
災
等
問
い
合
わ
せ
は
、
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仁
淀
消
防
組
合
消
防
署
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法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

（
毎
年　

月　

日
〜　

月　

日
）」

１１

１２

１１

２５

期
間
中
の
取
組
の
ひ
と
つ
と
し

て
、現
在
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
、�
全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
�を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

同
週
間
中
は
、
専
用
相
談
電
話

を
通
じ
て
、
法
務
局
職
員
及
び
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

実
施
期
間

　
　

月　

日（
月
）

１１

１３

 

〜　

月　

日（
日
）

１１

１９

受
付
時
間

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１９

３０

　

た
だ
し
土
、
日
曜
日
は

　
　

時
〜　

時

１０

１７

開
設
場
所

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

 

（
高
知
市
小
津
町
４
―　

）
３０

専
用
相
談
電
話
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※
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
接
続
不
可

取
扱
内
容

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
、セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
、離
婚
問

題
、暮
ら
し
の
悩
み
ご
と
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

そ
の
他

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
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秋
の
火
災
予
防
運
動 

始
ま
る 

１１
月
9
日
〜
１５
日
 

予　防 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

�人権擁護委員無料相談のご案内
開催場所相談時間今月の相談日地区

伊 野 公 民 館１０時～１５時１１月１５日（水）伊野
本川保健福祉センター１３時～１６時１１月１６日（木）本川

�人権擁護委員の連絡先
電話番号住　　所氏　名
８９２－２５１３いの町６４６６－５杉本　寛子
８９２－１６６０　〃　神谷８７１尾闢　千秋
８９１－５４４３　〃　天王南３丁目９－１西川田鶴子
８９３－１７６９　〃　枝川２８１９楠瀬　博邦
８９２－３６３５　〃　波川６１０－３高瀬　科子
８６７－３２２４　〃　下八川丙６４４－１曽我　定子
８６９－２５００　〃　大森９１－１４岡林　瑞子

�法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月曜日から金曜日まで受付８：３０～１７：００）

８９３－０３４３高知地方法務局いの支局（いの町１２９０－４）

　

全
国
一
斉

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
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平成 1 9 年 度  

保育園入園のご案内 

①対象となる保育園
　【町立】　枝川・八田・川内・天神・神谷・吾北の

各保育園
　【私立】　伊野保育園・あいの保育園
②対象となる児童
　保護者が就労又は疾病等により、日中家庭での保
育に欠ける乳幼児。
　（育児・家事及び集団教育・就学前の教育目的等は
入園の理由とはなりません。）

③入園申込書の交付
　交付期間　１２月１日（金）～１２月２５日（月）
　　　　　　（土・日・祝日を除く。）
　交付時間　８：３０～１７：１５
　

　交付場所　福祉課、町民課、吾北総合支所ほけん
福祉課、本川総合支所ほけん福祉課、
枝川・八田各出張所、各保育園

④入園申込受付日（面接審査）及び受付場所
　別表のとおり
問い合わせ
　福祉課（すこやかセンター伊野内） � 893‐3810
　吾北総合支所ほけん福祉課 � 867‐2312
　本川総合支所ほけん福祉課 � 869‐2114
　
※継続児であっても入園（継続）申込が必要です。申
込には保護者がお越しください。
新しく入園される場合は、該当する児童と保護者
がお越しください。

平成19年度保育園入園申込受付（面接審査）日程表
申請受付面接場所受付時間受付日対象児年齢定員保育園名

枝川コミュニティーセンター１３時～１８時平成１９年
１月１０日（水）

平成１７年４月２日以前に
生まれた幼児120人枝川保育園

� 892‐2254

八田保育園１６時～１８時平成１９年
１月１１日（木）

平成１７年１０月１日以前に
生まれた幼児　70人八田保育園

� 892‐2255

川内保育園１６時～１８時平成１９年
１月１２日（金）

平成１７年１０月１日以前に
生まれた幼児　60人川内保育園

� 892‐1099

すこやかセンター伊野１３時～１８時平成１９年
１月１５日（月）

平成１８年１０月１日以前に
生まれた乳幼児　90人天神保育園

� 893‐2417

神谷保育園１６時～１８時平成１９年
１月１６日（火）

平成１７年１０月１日以前に
生まれた幼児　45人神谷保育園

� 893‐2532
吾北総合支所ほけん福祉課
本庁福祉課

８時３０分～
　１７時１５分

１２月１日（金）～
　１２月２５日（月）

平成１８年１１月１日以前に
生まれた乳幼児　30人吾北保育園

� 867‐2796

すこやかセンター伊野１３時～１８時平成１９年
１月１５日（月）

平成１８年１２月１日以前に
生まれた乳幼児120人伊野保育園

� 892‐0303

あいの保育園１５時～　　
　１８時３０分

平成１９年
１月１７日（水）

平成１９年１月１日以前に
生まれた乳幼児120人あいの保育園

� 891‐6400
※本川へき地保育園の入園申込は、平成１９年1月下旬から2月までの間となります。
　申込・問い合わせは本川総合支所ほけん福祉課までお願いします。

＝　体験保育及び入園説明会について　＝
　保育園では、新規入園児童を対象とした体験保育及び入園説明会を実施し、保育環境等について事前にご
理解していただく機会を設けます。
　体験保育及び入園説明会を、下記の日時に各保育園で実施しますので、新規に入園される方は、入所希望
保育園へ保護者同伴でご参加ください。
　体験保育　９：００～１０：００　　入園説明会　１０：００～１１：００

あいの保育園伊野保育園神谷保育園天神保育園川内保育園八田保育園枝川保育園保育園名
平成１９年
２月１５日（木）

平成１９年
２月１６日（金）

平成１９年
２月８日（木）

平成１９年
２月１６日（金）

平成１９年
２月７日（水）

平成１９年
２月２１日（水）

平成１９年
２月１４日（水）実施日

※吾北保育園は平成１９年２月５日（月）９：３０から体験保育、１０：３０から入園説明会を実施します。
※本川へき地保育園は平成１９年２月２７日（火）１０時から体験保育及び入園説明会を実施します。

平成１９年度の保育園入園申込書の交付及び受付を次のとおり実施します。
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平成 1 9 年 度  

Ｒ ｅ ・ Ｂ ｅ ワ ー ク セ ミ ナ ー （ 再 就 職 準 備 セ ミ ナ ー ）  

の ご 案 内  

幼稚園入園のご案内 
入園希望者は、教育委員会の交付する幼稚園入園願書を受付期限内に提出してください。

①入園資格
　５歳児　平成１３年４月２日から平成１４年４月１日

までの出生者
　４歳児　平成１４年４月２日から平成１５年４月１日

までの出生者
　３歳児　平成１５年４月２日から平成１６年４月１日

までの出生者
②募集予定園児数
　伊　野　幼　稚　園（� ８９２－１４２８）…５歳児＝７０名
　　　　　　　　　　　　　　　 ４歳児＝７０名
　　　　　　　　　　　　　　　 ３歳児＝２５名
　枝　川　幼　稚　園（� ８９３－０１０８）…５歳児＝３５名
　　　　　　　　　　　　　　　 ４歳児＝３５名
　　　　　　　　　　　　　　　 ３歳児＝２５名
　上八川幼稚園（� ８６７－３５１５）…３０名（４・５歳児）
　小　川　幼　稚　園（� ８６８－２３６４）…３０名（４・５歳児）
　清　水　幼　稚　園（� ８６７－３５１４）…３０名（４・５歳児）
　下八川幼稚園（� ８６７－３０６４）…３０名（４・５歳児）
③入園願書の交付
　　入園願書は１１月２４日（金）から教育委員会学校教
育課、吾北教育事務所、本川教育事務所及び各幼
稚園で交付します。
※継続児であっても入園（継続）申込が必要です。

④入園願書の受付時間
　１２月１日（金）～１２月１５日（金）（土・日を除く。）
　教育委員会学校教育課、吾北教育事務所、本川教
育事務所及び各幼稚園で受け付けします。

⑤親子見学の日
　伊　野　幼　稚　園…１１月２２日（水）　９時～１１時
　枝　川　幼　稚　園…１１月２２日（水）　９時～１１時
　下八川幼稚園…平成１９年１月２４日（水）１０時～１１時
　上八川幼稚園…平成１９年２月７日（水）
　小　川　幼　稚　園…平成１９年１月２６日（金）
　清　水　幼　稚　園…平成１９年２月１６日（金）
　　上八川、小川、清水幼稚園の時間は各幼稚園へ
お問い合わせください。

⑥入園の決定
　　入園の決定通知書は願書受付後、平成１９年２月
に別途送付します。

　　なお、受付期間内に入園希望者が募集予定数を
超えた場合は、日を改めて公開抽選を行い、入園
を決定します。

問い合わせ
　教育委員会学校教育課 � 893‐1922
　吾北教育事務所 � 867‐2133
　本川教育事務所 � 869‐2331

日　時　11月16日（木）　10時～16時
場　所　高知市旭町3丁目115
　　　　こうち男女共同参画センター「ソーレ」

3階研修室
対　象　育児や介護のために退職し、再就職を希

望されている方
参加料　無料

定　員　20名
共　催　高知県・高知公共職業安定所・
　　　　こうち男女共同参画社会づくり財団
　無料託児あります。（事前申込が必要です。）
　先着順とさせていただきますので、お早めにお
申し込みください。

再就職への道を計画的に考えていくためのセミナーを開催します。
今回は、①「自分に合った働き方を考える」　②「適職発見！」　の講演を行います。

申込・問い合わせ　（財）21世紀職業財団高知事務所
〒780‐0834　高知市堺町2‐26‐6Ｆ　� 823‐2667　　� 823‐2540
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�　日　　時 　
　１１月１２日（日）　９時３０分～１６時（小雨決行）
�　場　　所 　
　グリーン・パークほどの　お祭り広場（清水程野）
　※荒天の場合、イベントは吾北中央公民館で実施

します。
�　日　　程（予定で時間のずれが多少あります。） 　
　９：３０～９：５５　吾北清流太鼓
　１０：００～１０：１０　開会式
 （いの町長・実行委員会委員長）
　１０：１０～１０：５５　ウルトラヒーローショー
 ＆撮影会①
　１１：００～１１：３５　ちゃぁみぃぃ聖子
 ものまねライブ①
　１１：４０～１２：１０　クラウンのカッシーくん
 コメディーパフォーマンス①
　１２：１５～１２：４５　実樹ひかる　歌謡ショー①
　　　　　　　　仙　美代子　「女の旅路」
 ゲスト出演
　１３：１０～１３：４５　ちゃぁみぃぃ聖子
 ものまねライブ②
　１３：５０～１４：２０　クラウンのカッシーくん
 コメディーパフォーマンス②

　１４：２５～１４：５５　実樹ひかる　歌謡ショー②
　１５：００～１５：４５　ウルトラヒーローショー
 ＆撮影会②
　１５：５０～１６：００　もち投げ
�　そ　の　他 　
　・ほのほの市
　・わんぱく広場
　・ヘリコプター遊覧飛行（１０時～１５時３０分）
　※天候により中止の場合があります。
�　問い合わせ 　
　吾北総合支所地域振興課内
　ほのほの王国もみじまつり実行委員会事務局
　　� 867‐2314
※ご注意＝ペットの持ち込みはご遠慮ください。

　吾北地区最大のイベントとして定着しているこの催しには、お年寄りから子どもさん
まで県内各地から大勢の方が来場します。 
　今年も、吾北地区で丹精込めて作られた食材を生かした料理をはじめ、「吾北」を満喫で
きるイベントを用意しています。皆さんこぞってお越しください。 

吾北へ来てみいや！　今年はもち投げもあるぜよ！ 

17
第 

回 17
第 

回 

　９月３日（日）に、本川地区、町道瓶ヶ森線で、マラ
ソン大会が実施されました。
　当日は、県内外から３４２名のランナーのエントリー
があり、大会最高の好天に恵まれ、大勢の選手が四国
山地の壮大な尾根を駆け抜けました。
　町道瓶ヶ森線を活用した高地トレーニング構想を
持っている、愛媛県西条市役所から、同市が所有する
環境に優しい先導のための電気自動車の提供があ
り、電気自動車による先導は、県内では初めてのこと
で参加者からも走りやすいと好評でした。

　また、仁淀川町の西森常晴氏からは、「てっぺんと
まと」を提供いただき、優勝賞品として選手に対して
授与されました。
　会場では、選手に対して恒例となっている、本川の
特産であるきじ汁がたくさん振る舞われました。
　前日には、大会前夜祭として四国電力男子陸上部
監督　松浦忠明氏を迎えて１００名を超える観客を前
に「高地トレーニングについて」の演題で講演をして
いただきました。

第 6 回　 四 国 の て っ ぺ ん 酸 欠 マ ラ ソ ン 大 会 開 催

年末・年始の池ノ内（天王経由）行き町営バスのダイヤが変更となります
　今年から、池ノ内（天王経由）行き町営バスのダイヤを１２月２９日から１月３日までの期間、曜日に関わらず
土・日・祝日ダイヤに変更します。ご利用に際しましてご注意くださいますようお願いします。

問い合わせ　企画課　� 893‐5855



広報いの　11月号
７

町 営 バ ス 無 料 運 行 の お 知 ら せ  
　第3回いの町健康まつりの開催にあわせて、11月26日（日）、「池ノ内～すこやかセンター

伊野」線と「すこやかセンター伊野～小野」線を無料運行します。是非、ご利用ください。 

（問い合わせ：企画課　　 893‐5855） 
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池ノ内（天王ニュータウン）　～　すこやかセンター伊野線

■　すこやかセンター伊野行き
すこやか
センター
伊野　着

伊野
駅前

中の谷八　田
天王　
ニュー
タウン

池ノ内
発

7：287：247：137：097：037：00
8：548：508：388：348：288：25
12：5312：4912：3812：3412：2812：25
15：2815：2415：1315：0915：0315：00

■　運行経路

■　池ノ内（天王ニュータウン）行き

池ノ内
着

天王　
ニュー
タウン

八　田中の谷
伊野
駅前

すこやか
センター
伊野　発

8：138：088：048：007：497：45
12：1812：1312：0912：0511：5411：50
14：4814：4314：3914：3514：2414：20
18：1818：1318：0918：0517：5417：50

すこやかセンター伊野　～　小　野　線

■　小野行き

小野　着冷　水弘　畑加　田竜　王うずの谷伊野駅前
仁淀病院
前

すこやか
センター
伊野　発

6：476：386：336：316：276：256：206：166：16
12：4312：3312：2812：2612：2212：2012：1512：1112：11
18：2218：1318：0818：0618：0218：0017：5517：5117：51

■　すこやかセンター伊野行き
すこやか
センター
伊野　着

仁淀病院
前

伊野駅前うずの谷竜　王加　田弘　畑冷　水小野　発

7：217：217：177：127：107：067：046：596：50
13：2813：2813：2413：1513：1313：0913：0713：0212：56
18：5318：5318：4918：4418：4218：3818：3618：3118：22

■　運行経路
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「
社
会
保
険
料 

　
（
国
民
年
金
保
険
料
） 

　
控
除
証
明
書
」を 

　
送
付
し
ま
す

　

所
得
税
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
平
成　

年
分
の
所
得
の
申
告

１７

か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
際

に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
額
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
度
の
申
告
に
必
要
な

１８

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
は　

月
上
旬

１１

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
明
書

に
は
、
平
成　

年
１
月
か
ら
９
月

１８

ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
額
（
口
座
振
替
者
は　
１０

月
２
日
引
き
落
と
し
分
ま
で
）と
、

年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合

の
納
付
見
込
額
を
記
載
し
て
い
ま

す
。

　

年
末
調
整
又
は
確
定
申
告
の
際

に
は
、
こ
の
証
明
書
や
領
収
証
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年　

月
か
ら　

１８

１０

１２

月
ま
で
の
間
に
、
本
年
初
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
証
明
書

の
発
送
は
平
成　

年
２
月
上
旬
の

１９

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
証
明
書
表
面
に
記
載

さ
れ
た
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
願

い
し
ま
す
。

　

証
明
書
及
び
領
収
証
書
を
紛
失

さ
れ
た
場
合
は
、
お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

現
況
届
の
提
出
が 

不
要
に
な
り
ま
す

　

年
金
受
給
者
は
生
存
等
の
確
認

の
た
め
、
１
年
に
１
回
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
し
た
が
、
今
年
か

ら
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
行
う
よ
う

に
な
り
、　

月
生
ま
れ
の
方
か
ら

１２

原
則
と
し
て
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
こ
れ
以
後

も
現
況
届
が
必
要
で
す
。

　
①
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る

本
人
基
本
情
報
（
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
住
所
）
と
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
情
報
が
相
違
し
、
住
民
基

本
コ
ー
ド
を
確
認
で
き
な
い
方

②
外
国
籍
の
方

③
外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

　　

ま
た
、
現
況
届
が
不
要
な
方
で

も
、
つ
ぎ
の
場
合
は
該
当
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。

　
①
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
て
い

る
場
合
は「
生
計
維
持
確
認
届
」

の
提
出
が
必
要

②
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
た
め

に
「
診
断
書
」
の
提
出
が
必
要

な
と
き

＊
提
出
が
必
要
な
届
け
出
に
つ
い

て
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は 

　
「
ね
ん
き
ん 

ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
！　

　

年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
ご
相

談
に
つ
い
て
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
○
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
に

つ
い
て
は
…

０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

○
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る

方
の
年
金
相
談
つ
い
て
は
…

０
５
７
０（
０
７
）１
１
６
５

　　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
は
、

お
客
様
か
ら
の
電
話
を
全
国
の
年

金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の
う

ち
、
回
線
の
空
い
て
い
る
と
こ
ろ

に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

　

お
客
様
の
通
話
料
金
の
ご
負
担

に
つ
い
て
は
、
一
般
固
定
電
話
の

場
合
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市

内
通
話
の
み
で
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内
料
金

で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

� 
８
７
５
―
１
７
１
７ 

　

小
型
特
殊
自
動
車
の 

　

申
告
は 

　

お
済
み
で
す
か
？

　

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
乗
用
コ
ン

バ
イ
ン
等
に
代
表
さ
れ
る
農
耕
作

業
用
自
動
車
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

等
は
、
小
型
特
殊
自
動
車
で
あ

り
、
公
道
を
走
行
す
る
も
の
は
、

標
識
番
号
の
交
付
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

該
当
す
る
車
を
お
持
ち
の
方
は
、

標
識
番
号
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
申
告
さ
れ
て
い

る
方
で
、
所
有
者
や
登
録
車
輌
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
標
識
番

号
を
持
参
の
上
、名
義
変
更
・
廃
車

等
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

標
識
交
付
に
必
要
な
も
の

◎
所
有
者
の
氏
名
、
住
所
、
印
鑑

◎
車
名
、
車
体
番
号
、
総
排
気
量

◎
販
売
証
明
又
は
譲
渡
証
明

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

� 
８
９
３
―
１
１
１
８

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
課　

� 
８
６
７
―
２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
課

 

� 
８
６
９
―
２
１
１
２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
だ
よ
り 

国
民
年
金 



９
広報いの　11月号

　

農
業
者
年
金
に 

　

加
入
し
ま
し
ょ
う

新
し
い
制
度
の
特
色

①
農
業
従
事
者
な
ら
誰
で
も
加
入

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
間　

日
以
上
農
業
に
従

６０

事
す
る　

歳
未
満
の
方
は
、
農

６０

地
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
加
入

で
き
ま
す
。

　
②
保
険
料
は
自
由
に
選
択

毎
月
の
保
険
料
は
２
万
円
を
基

本
と
し
て
、
最
高
６
万
７
千
円

ま
で
千
円
単
位
で
選
択
で
き
ま

す
。
ま
た
、
減
額
・
増
額
は
い

つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
③
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
の

対
象
に
な
り
、
年
金
給
付
に
つ

い
て
も
公
的
年
金
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　
④
意
欲
あ
る
担
い
手
農
業
者
に
助

成認
定
農
業
者
等
一
定
の
要
件
を

備
え
た
意
欲
あ
る
担
い
手
農
業

者
に
対
し
、
保
険
料
（
月
額
２

万
円
）
の
２
割
、
３
割
ま
た
は

５
割
の
政
策
支
援（
国
庫
助
成
）

が
あ
り
ま
す
。

　
⑤
積
立
方
式
で
安
定
し
た
財
政
運

営将
来
受
給
す
る
年
金
を
自
ら
が

年
金
原
資
を
積
み
立
て
る
の

で
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
も

対
応
で
き
、
長
期
に
安
定
し
た

年
金
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
⑥　

歳
ま
で
の
保
証
が
つ
い
た
終

８０身
年
金

年
金
は
終
身
受
給
で
き
ま
す

が
、
加
入
者
や
受
給
者
が　

歳
８０

に
な
る
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合

は
、　

歳
ま
で
に
受
け
取
る
は

８０

ず
の
金
額
を
死
亡
一
時
金
と
し

て
遺
族
の
方
が
受
け
取
れ
ま

す
。

　　

農
業
者
年
金
の
加
入
等
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の

Ｊ
Ａ
農
協
、又
は
、い
の
町
農
業
委

員
会
（
８
９
３
―
１
１
１
５
）・

吾
北
総
合
支
所
産
業
課
（
８
６
７

―
２
３
１
３
）・
本
川
総
合
支
所
産

業
建
設
課（
８
６
９
―
２
１
１
５
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

　

高
知
労
働
局
・ 

　

労
働
基
準
監
督
署 

　

よ
り
お
知
ら
せ

　

石
綿
ば
く
露
を
原
因
と
す
る
疾

病
に
よ
り
死
亡
し
た
労
働
者
の
ご

遺
族
で
遺
族
補
償
給
付
又
は
特
別

遺
族
給
付
金
の
請
求
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
高
知
労
働
局
又
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
特
別
遺
族
給
付
金

の
請
求
期
間
は
、
平
成　

年
３
月

２１

　

日
ま
で
で
す
。

２６問
い
合
わ
せ

　

高
知
労
働
局　

労
災
補
償
課

 

� 
８
８
５
―
６
０
２
５

　

高
知
労
働
基
準
監
督
署

 

� 
８
８
５
―
６
０
３
１ 

　
石
綿
業
務
に
従
事
し
た 

　
離
職
者
に
対
す
る
特
別 

　
健
康
診
断
事
業

　

過
去
に
石
綿
を
製
造
し
、
又
は

取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
、
事
業

所
の
廃
業
等
何
ら
か
の
理
由
に
よ

り
石
綿
健
康
診
断
を
受
診
で
き
な

い
次
の
対
象
者
に
、
無
料
で
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

　

石
綿
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱

う
事
業
に
従
事
し
て
退
職
し
た
方

で
、
次
の
全
て
の
項
目
を
満
た
し

て
い
る
方
。

①
従
事
し
た
作
業
が
特
定
で
き
る

こ
と
。

②
初
回
ば
く
露
か
ら　

年
以
上
経

１０

過
し
て
い
る
こ
と
。

③
以
前
石
綿
作
業
に
従
事
し
て
い

た
事
業
所
で
石
綿
健
康
診
断
を

受
診
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
。

④
石
綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を

所
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

※
申
請
さ
れ
た
方
全
員
が
受
診
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　
　

月
１
日（
水
）

１１

〜　

月　

日（
金
）

１１

１７

　

問
い
合
わ
せ

　

高
知
労
働
局
労
働
基
準
部
安
全

衛
生
課

 

� 
８
８
５
―
６
０
２
３

　　
個
人
墓
地
を
つ
く
る 

　
に
は
保
健
所
の
許
可
が 

　
必
要
で
す

　

最
近
、
保
健
所
の
許
可
な
く
個

人
墓
地
を
設
置
す
る
事
案
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
設
置
の
際
に
は

「
墓
地
、埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」、

「
高
知
県
墓
地
、埋
葬
等
に
関
す
る

法
律
施
行
条
例
」に
よ
り
県
知
事

（
保
健
所
）の
許
可
を
得
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

許
可
な
し
に
設
置
し
た
場
合
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
墓
地
設
置
を
お
考
え
の
方

は
、
事
前
に
環
境
課
又
は
高
知
県

中
央
西
福
祉
保
健
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

 

� 
８
９
３
―
１
１
６
０

　

高
知
県
中
央
西
福
祉
保
健
所

 

� 
０
８
８
９
―
２
２
―
１
２
８
６

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



広報いの　11月号
１０

　親子が集える遊びの広場“ぐりぐらひろば”を、いの町総合健康セン
ターで平日開催しています。お気軽にお越しください。
　各保育園に出向いての遊びの広場（てくてくひろば）も行っています。

ぐりぐらひろばからのお知らせ 

１1 ・１2 月 の 保 健 行 事 予 定 表 
（１１月１日～１０日の予定は、広報１０月号をご覧ください。都合により変更する場合がありますのでご了承ください。） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

□献血
時　間場　所日　程

９：３０～１１：００すこやかセンター伊野
１１／１７（金） １３：００～１４：００㈱西岡寅太郎商店

１４：４５～１６：００関田病院
９：００～１４：３０すこやかセンター伊野１１／２６（日）

□健診
時　間場　所日　程内　容（対象地区）

８：３０～１５：００すこやかセンター伊野１２／４（月）・５（火）乳がん検診（全地区対象）

対　象　者時　間場　所日　程内　容
Ｈ１８．３．２２～Ｈ１８．５．１６生

１３：００～１４：００すこやかセンター伊野
１１／１６（木）７か月児健診

Ｈ１７．４．６～Ｈ１７．６．７生１２／７（木）１歳６か月児健診

□乳幼児関係
時　間場　所日　程内　容

９：３０～１０：３０
すこやかセンター伊野１１／１５（水）

育児相談
枝川コミュニティセンター１２／６（水）

�手作り楽器のミニコンサート�
　日時　１１月２７日（月）　１０：００～１１:００
　場所　いの町総合健康センター内  ぐりぐらひろば
　演奏　“ポコア・ポコ”の皆さん
　定員　３０人
　受付　１１月１３日（月）～
※親子で楽しめるコンサートです。是非ご参加ください。

ホッとママ講座

　近年、ライフスタイルの欧米化が糖尿病発症に関

与すると考えられています。また、最近では空腹時

血糖値は正常域で食後血糖値が高い状態の軽症糖尿

病の時期から動脈硬化は進み、脳梗塞や心筋梗塞を

引き起こすといわれています。従って検診等で「糖

尿病の気がある」といわれた方は、早期からの血糖

管理が大切となります。今回、今年2回目の糖尿病

公開講座を開講することになりました。

　これを機に糖尿病についての理解を深め、また日

ごろの生活を振り返って生活習慣を改善されてみて

はいかがでしょうか。

　皆さまお誘い合わせの上、是非ご参加ください。

日　　時　11月19日（日）　9時～15時

場　　所　すこやかセンター伊野

内容／講師

　◆血糖・血圧測定

　◆糖尿病ってどんな病気？

　　○糖尿病とは・糖尿病の合併症・治療・予防など

　　　糖尿病専門医　沼田　幸子

　◆糖尿病の食事療法とは？

　　○糖尿病の食品交換表って何？

　　○食べて確認してみよう（昼食をバイキング方

式で食べていただきます。）

　　　管理栄養士　　新谷　美智

　◆運動療法について

　　　理学療法士　　山田　千代

　◆薬物療法について

　　　薬剤師　　　　都築　美佳

参　加　料　米一合と500円

申し込み　仁淀病院総務係　� 893‐1551

�　仁淀病院だより　�
糖尿病公開講座のお知らせ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

てくてくひろばのご案内
保育園の園庭でのびのび遊びましょう。

１１月１６日（木）　八田保育園（９:３０～１１:３０）

�散歩に行きましょう�※雨天の場合は室内遊び

☆問い合わせ　ぐりぐらひろば　� ８９２－３１５１



１１
広報いの　11月号

日　　　時：12月17日（日）　開会式8時30分～＜雨天決行＞ 
コ　ー　ス：伊野南小学校～池ノ内周回 
種　　　目：小学生の部・女子の部（5区間　10Ｋｍ） 
　　　　　　一般の部・中学生の部（5区間　13．5Ｋｍ） 

参 加 資 格：① 5人1チームとし、健康な方。 
　　　　　　② 一般の部・中学生の部の第2区走者は女性とします。 

　　　　　　③ 小・中学生の参加は、代表者及び保護者が認めた場合とします。 

参　加　料：1チーム2，000円（当日受付時に納入してください。） 
　　　　　　※小学生・中学生のみのチームは無料 

申 込 締 切：12月7日（木）必着 
主　　　催：いの町体育会陸上部・いのスポーツクラブ 
申　込　先：社会教育課（伊野公民館）　　 893‐2012　　 893‐2013 
問い合わせ：いのスポーツクラブ　　 892‐2315（平日月曜日～金曜日9：00～12：00） 

第 1 回 天 王 ア ラ ウ ン ド 駅 伝 大 会  

入場は、無料です。お誘いあわせの上、ご来場ください。 
日　　　時：12月10日（日）15時開演 
会　　　場：すこやかセンター伊野 
問い合わせ：いの混声合唱団事務局（吉井）　　 893‐2266

い の 混 声 合 唱 団 　 第 2 7 回 定 期 演 奏 会  

イ ベ ン ト の ご 案 内 

成人式のご案内
　平成19年の成人式を次のとおり行います。就
業、学業等で町外に在住の方で、参加を希望される
方は、下記までご連絡ください。
日　時　平成19年1月3日（水）
　　　　10時30分～（受付10時開始）

場　所　すこやかセンター伊野
対象者　昭和61年4月2日

～昭和62年4月1日生まれの方

問い合わせ
　社会教育課

　　〒781‐2110　いの町3597

　　� 893‐2012

　吾北教育事務所

　　〒781‐2401　いの町上八川甲2010

　　� 867‐2133

　本川教育事務所

　　〒781‐2601　いの町長沢123‐8

　　� 869‐2331

　

「新成人の主張」発表者募集

　式当日壇上で発表していただける新成人を募集

しています。

　内容は、自分の体験や、今後の夢など何でもかま

いません。

　400字詰原稿用紙で4枚程度を目安に、原稿を

下記までお送りください。発表していただいた方

には、ささやかですが記念品を贈呈します。
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紙の博物館博物館 

伊野郵便局伊野郵便局 

法務局法務局 

いの町役場いの町役場 

伊野警察署伊野警察署 

サニーマート 
伊野店伊野店 枝川→ 

←波川 

国道国道3333号 
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の
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高知県 
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紙の博物館 

伊野郵便局 
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いの町役場 

いの警察署 

サニーマート 
伊野店 

国道33号 

すこやか 
センター 
伊　　野 

JR伊野駅 
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11 月 ・ 12 月 の 催 し 物 
　

 

　
○かば工房作品展
　１０月１８日（水）～１１月５日（日）
　かば工房の教室の方が作り溜めた
作品と、黒田時弘さんが描き溜め
た作品の合同展。タペストリーや
置物、油絵など３０点余を展示販売。
又、１０月２２日（日）と１０月２９日（日）
は教室もあります。

○－あれも描きたい　これも描きた
い－　第２１回細谷多香子絵画展
　１０月２７日（金）～１１月２６日（日）
　高知市の画家細谷多香子さんによ
る作品展を開催。土佐和紙を素材
に描いた水彩画、油絵など６０点余
を展示。

○伊藤神谷遺作展
　１１月２日（木）～１１月２６日（日）
　いの町出身の書家故伊藤神谷先生
の遺作展を開催。額装、軸装作品
を５０点余展示。

○川那辺風雅きり絵展
　１１月８日（水）～１１月２６日（日）
　京都の川那辺風雅さんによる展示
会。和紙を使った切り絵で高知、
京都、滋賀などの風景画を５０点余
展示。

○第１７回手づくり紙芝居
 優秀作品展
　１２月１日（金）～１２月１７日（日）
　土佐民話の会主催で、第１７回手づ

くり紙芝居コンクールを１１月２９日に
開催し、選ばれた優秀作品を展示。

○平成の招き猫展ＩＮ土佐Ⅶ
　１２月１日（金）～１月８日（月）
　全国の作家１０名による招き猫展を
開催。民芸的な作品や個性的なさ
まざまな招き猫、約１,０００点余を展
示販売。

○－ナイル－野町和嘉写真展
　１２月２日（土）～１月３日（水）
　世界的ドキュメンタリーの写真作
家野町和嘉氏による写真展を開
催。ナイルの風景を中心とした写
真５０点余を展示。

 

　
○紬の洋服・生活骨董・時代
　箪笥・布展
　１１月１日（水）～１１月５日（日）
　京都の栗林桐子さんと松山ももた
ろうさん二人の展示会。栗林さん
は古布をいかして作った紬の洋
服、秋冬のジャケットやスカー
ト、ももたろうさんは秋のしつら
い、お正月を迎えるしつらいを
テーマに生活骨董品等３００点余を
展示販売。

○２００６手づくりなごみ展
　１１月８日（水）～１１月１２日（日）
　土佐市在住の手作り仲間の展示
会。和布、古布使用のブラウスやベ
スト、袋物等５００点余を展示販売。

○今はふふ。ちょいあそび展Ⅴ
　１１月１５日（水）～１１月１９日（日）
　高知市の花手毬の展示会。手作り

の洋服、和洋の小物、古布で作っ
た人形、趣味の着物や帯など１,０００
点余を展示販売。

○－秋を彩る私のお気に入りみ～つ
けた－信楽のうつわと干支飾り展
　１１月２３日（木）～１１月２９日（水）　　
いの町の和紙と雑貨の店マロンの
展示会。信楽焼の人気作家、鈴木
利明さんの花器と日々の暮らしに
使い勝手の良い器１００点を紹介。
その他、来年の干支いのししの置
物や飾り物、かご等合わせて５００
点余を展示販売。

○土と布の師走市
　１２月６日（水）～１２月１１日（月）
　学遊窯（小島学）、夢鶴（小野安
子）、マリリン（吉永幸）による
展示会。手作りの作品を通じて、
焼き物や、こけ玉、古布や紬など
を生かして作った洋服や油絵、縮
緬のお細工もの、袋など６００点余
展示販売。

○古布に魅せられて！
　 －尾崎冨佐と仲間達－
　１２月１５日（金）～１２月２４日（日）
　日高村、尾崎冨佐さんの展示会。
昔の物を今にいかした刺子やキル
トのジャケット等と、紬や綿を生
かして作ったブラウス等を紹介。
その他、時代箪笥や人形、絵画な
ど３００点余を紹介。また、来年の
干支いのししの置物や和紙、炭等
で作ったお正月飾りもお楽しみく
ださい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　いの町営住宅の入居者募集を次のとおり行います　

【町営住宅の概要】

【入居資格】　現在、いの町に居住又は勤務されている方で、申込時に配布する手引きの入居資格に該当する方。
【申込書配布期間及び受付期間】　１１月２０日（月）から１２月１日（金）まで（ただし土・日・祝日を除く。）
問い合わせ　（内野団地）　　　　　　総務課　　　　　　　� ８９３－１１１３
　　　　　　（吾北シルバーハウス）　吾北総合支所住民課　� ８６７－２３００

町営住宅  
　入居者  
　募　集  お知

らせ
 

吾北シルバーハウス内野団地団　地　名
いの町小川西津賀才６５０番地いの町２３０１番地所　在　地
木造平屋建て鉄筋４階建て（募集住戸は４階）構　　造
２ＤＫ２ＤＫ間　取　り
１戸１戸募集戸数
Ｈ１０Ｈ１４建設年度
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１５

11月1日～11月30日は 
児童虐待防止推進月間です！ 
～『あなたの「もしや？」が子どもを救う。』～ 
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　このコーナーでは、各園・学校の取り組みや様子をお知らせし、地域の学校としての情報発信を
しています。地域の皆様には、さまざまな取り組みにご理解とご協力をいただいておりますが、今
後とも地域ぐるみで子どもの健全育成にかかわっていただけますよう、よろしくお願いします。 

神　谷　小　学　校
　神谷小学校では、昨年度より、児童にも分かりやすいように「人を大切に　自分を大切に」と教
育目標のサブテーマを決め、家庭や地域の方々のご協力を得ながら、学校教育目標に向けての取り
組みを行っています。
　学校教育目標達成のため、本年度新しい取り組みを始めましたのでご紹介いたします。

神谷小学校教育目標
「心豊かでたくましく生きぬく子どもの育成」

～人を大切に　自分を大切に～

☆チャレンジ算数　基礎学力の向上☆
ねらい：自らの関心、意欲や課題意識をもと

に、学習課題を選択することを通し
て、主体的に学習に取り組む態度を
育てる。

☆今年は、かず、たし算、ひき算、かけ算、わ
り算の計算問題に限定し取り組みます。月
１回全校で一斉に取り組むほかに、学級で
取り組みます。まずは、学習意欲を大切に
し、速く、正確に計算できることもめざして
います。

☆家庭学習の定着　生活リズムカード☆
ねらい：一定の時間学習する習慣を身に付け、

生活リズムを確立することにより、
自分の生活を組み立てていく自主・自
立の態度を育てる。

☆低学年は３０分、中学年は６０分、高学年は９０分
を目標として家庭学習（宿題、読書、自由勉
強）に取り組みます。
各家庭へは、「早寝、早起き、朝ごはん」を
合言葉に、ご協力をお願いしています。

☆夢チャレンジ　学社融合事業☆
ねらい：夢をもち、夢の実現に向かって生き

ている方の実演や話を聴くことを通
して、自分の夢をもつことの大切さ
に気づく。地域の方との交流を図る。

☆年間１０回の授業を計画しています。地域の
皆様も、是非ご参加ください。

☆人権・福祉教育　いろいろな人との交流☆
ねらい：人権尊重の精神をもとに、一人ひと

りの豊かな人間性を育む。家庭や地
域との交流を深め、思いやりのある
心を育てる。

☆人権教育参観日、栽培タイム、あいさつ運
動、神谷文化祭、クリーンデー、敬老会、ふ
れあいタイム発表会等に取り組みます。

第２回夢チャレンジの講師花柳い輔先生を囲んで
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吾　北　中　学　校

　　　プロジェクト Ｇ発進　
　僕たちの生徒会は、『日本一の学校』を目指し専門委員長と協力して様々な取り組みを進めていま
す。これまでの取り組みを紹介します。
　

【始業集会】各学年の目標を発表し合い、お互い
にこれから協力して頑張っていこうと確認しまし
た。また、生徒会のアンケート調査結果から「言
葉遣いの悪さ」が問題になりました。改善するた
め執行部が劇化し、正しい言葉遣いをしていこう
と呼びかけました。
　
【あいさつ運動】更に執行部は、学校へつながる
坂の下でスクールバスから降りてくる友だちや小
学生、地域の方とあいさつを交わし気持ちのいい
一日のスタートができるよう、あいさつプロジェ
クトにも取り組んでいます。

　
【手作りハガキに挑戦】夏休み前には、地域の高
齢者の方々に暑中見舞いを送っています。今年
は、全校生徒に呼びかけて集めた牛乳パックでハ
ガキを作り、今までにない個性的な暑中見舞い状
になりました。「心のこもったハガキありがとう。」
など大変喜んでもらいました。

　
【体育祭】「今を刻め青春の１頁」というテーマ
で巨大パネルを作成しました。紅・白それぞれが
優勝旗、応援賞、パネル賞の三冠をめざし白熱し
た戦いになり、みんなの心にしっかりと刻まれた
内容の濃い体育祭になりました。これからも根気
強くプロジェクトを進め、最終目標である日本一
をめざして挑戦していきたいと考えています。

始業集会

あいさつ運動

手作りハガキに挑戦

体育祭
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高　知　追　手　前　高　等　学　校　吾　北　分　校

～清流太鼓部全国大会出場～
　
　第３０回全国高等学校総合文化祭が８月５～６日に京都府
で開催されました。私たち吾北分校清流太鼓部は高知県代
表として郷土芸能部門に出場しました。和太鼓部門３０校、
伝承芸能部門１９校の合計４９校の参加がありました。
　今回は参加した部員の感想をご紹介します。
　
　

　全国総合文化祭に参加して 清流太鼓部２年　川村　　薫　

　今から約半年前に、私たちの全国総合文化祭への出場が決定しました。最初聞いたときは、驚き
と「全国大会に出られる。」という嬉しさでいっぱいでした。でもよく考えると、学校や地域の方々
の期待を背負うだけでなく、郷土芸能部の代表として高知県を背負わなければならないことに気付
き、強いプレッシャーを感じました。

　全国大会では今まで演奏してきた曲に加え、新曲を演奏
することになりました。新曲はスピードが速く躍動感のあ
る曲で練習初日から悪戦苦闘の日々が続きました。学校で
も毎日のように夜遅くまで練習し、ＯＢの方も仕事帰りに
私たちの指導を熱心にしてくださいました。いくら練習し
ても上手に叩くことができないリズムがあり、悔しくて泣
いてしまったことがありました。その時先輩が「泣くほど
悔しいってことは、それほど頑張っちゅう証拠やき涙を流

した分上手くなれるき。今は気が済むまで泣いちょきや。」と言ってくれました。その言葉が励みに
なり、練習を繰り返すうちにリズムは叩けるようになりました。しかし、みんなについていくのが
精一杯で姿勢やバチさばき、強弱のことを考える余裕はなく、幾度となく大きな壁に当たりました。
くじけそうになった時もありましたが、その度に先輩の言葉を思い出して練習に励みました。そし
て思うように曲が演奏ができるようになった時の喜びは今でも忘れることができません。悔しくて
流した涙が嬉しさの涙に変わった瞬間でした。
　発表当日は、朝から心臓がドキドキしていました。そして自分たちの出番が近づくにつれ心臓が
口から飛び出そうなくらいになりました。「間違ったらどうしよう。」という不安でいっぱいでした
が、指導者から「自分たちの演奏を精一杯したらえい。」という激励を受け、さっきまでの不安が嘘
のように「今まで練習してきたことを精一杯出しきろう。」と強く思うことができました。舞台に上
がったときは自分でも驚くくらい緊張よりも大勢の観客の前で演奏できる喜びでいっぱいになりま
した。あっという間に発表は終わりましたが、終了後は今まで一緒に頑張ってきたみんなと全国大
会という大舞台で精一杯演奏できた
充実感でいっぱいでした。
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　全国大会への出場は私たちを大きく成長させてくれました。全国から集まった各県の発表はどの
学校も素晴らしく、勉強になったことがたくさんありました。叩く時の姿勢やバチさばき、声の出
し方や表情など……そして何より自分たちの気持ちを音と共に観客に伝えることの難しさや大切さ
を知りました。この全国大会の経験を胸に刻み、多くの方々の心に響く演奏ができるように日々練
習に励みたいと思います。
　最後に私たちが全国大会の舞台で演奏できたのは、多くの方々のご協力やご支援があったからだ
と思います。地域の方々を始め、指導してくださった指導者や先生、ＯＢのみなさん本当に感謝し
ています。ありがとうございました。
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伊　野　幼　稚　園
　
�伊野幼稚園おいもクラブ
　「伊野幼稚園おいもクラブ」が発足して８年目となりまし
た。園児と保護者、地域のお年寄りや卒園児の祖父母など
が協力し合って草引き、畝作り、苗植え、おいも掘り、焼
きいもパーティーまでを一緒に楽しんでいます。園児はも
ちろんのこと経験の無い保護者や職員も楽しみながら自然
と触れ合っています。
　

�家庭教育学級で中平公哉さんをお招きしました。
　保護者（子育てサークルたんぽぽ）が計画をして「主夫
のつれづれ日記より～男親の子育てから見えてくるもの
～」をテーマに講演会を開きました。参観者は中平さんの
お話に興味深く聞き入って１時間半があっという間でし
た。これからも、子育てにおける親としての関わり方、
様々な教育問題などについて勉強したいと考えています。
　

�「あゆみの会・みどりの会」のお年寄りと交流したよ！
　内野地区のお年寄りと交流を始めて、今年で１２年目にな
りました。毎年９月に幼稚園にお招きして３歳児から５歳
児までの園児が、歌やダンスを披露したり一緒に手遊びを
したりしています。お年寄りとお弁当を食べることも楽し
みにしています。２月には園児が内野老人憩いの家に訪問
して交流を続けています。お年寄りの温かさに触れる良い
機会となっています。

こんな活動しているよ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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～あらあら不思議！こんなものが炭に大変身～ 

　明るい柳野を創る会（代表：松本和美さん）の皆さんにお世話になっ
て炭焼き体験を楽しみました！ 
　とっても暑い日でしたが、炭窯の中に入って“竹炭”を作る作業を手
伝ったり、“松ぼっくり”や“みかん”など思い思いの材料をそのまま
炭にしたりと日ごろめったにできない体験に目を輝かせていました。 

～アイス工場見学～ 

　暑い暑い炭焼き体験後に、吾北地区の高知アイス工場さんで工場見
学をさせていただきました。冷凍庫体験でゾォ～～と冷え、冷たいア
イスをごちそうになってニコニコ顔で帰途につきました。 

ゲーム三昧で野外で遊ぶことが少なくなった子どもたち・・・ 
そんな子どもたちの生きる力を育む取り組みの一つとして、自然いっぱいの中での
地域に根ざした体験活動教室を開催しました！　　　　　　　　　　　 社会教育課 

この事業は、財団法人自治総合センターが、宝くじの普及

広報を目的として行っているコミュニティ助成事業で実施

しています！ 

【自然体験①】 炭焼き体験＆アイス工場見学（高知アイス） 

～とんかち体験～ 

とんちんかんちん・・・ 
　慣れない手つきでとんかちを振り上げマイ折りたたみ椅子作りに挑
戦しました！（いの町観光協会　細川忠之さん指導） 

～ネイチャーゲーム～ 

　グリーン・パークほどののお祭り広場に移動し、高知県森林局森づ
くり推進課山中班長さん、町産業経済課福田係長さんにお世話になっ
て“ネイチャーゲーム”を楽しみました！ 
　手に届きそうなくらいに空が近い“ほどの”の自然のなかで、ゲーム
を通して自然を慈しむ感情を育み、地球にやさしい環境について考え
る機会を持つことができました。 

【自然体験②】 とんかち体験＆ネイチャーゲーム 

～農業体験～ 

　町農業公社の筒井英夫さんの指導でキャベツの種まきを体験しまし
た。暑～いハウスの中で子どもたちは気長に一粒一粒セルトレイに種
をまきました。 
　お店に並んだ品物しか知らない子どもたちには、小さな種子から野
菜になることが不思議な様子で、教科書で学ぶことよりも実際に体験
することに大きな意義がありました！ 

～こんにゃくづくり～ 

　吾北地区農漁村女性グループ研究会の皆さんの指導でこんにゃくづ
くりを体験しました。こんにゃくいもからプルンプルンのこんにゃく
に変身することに、まずびっくり！！ミキサーにかけてドロドロ状態
になったこんにゃくいもと炭酸を混ぜ合わせ、思い思いのこんにゃく
の形に仕上げていく子どもたちの様子は、まるでどろんこ遊びを楽し
んでいるように目をキラキラと輝かせていました！ 

【自然体験③】 農業体験＆こんにゃくづくり 

宝くじは、広く社会に役立てられています。 



１９
広報いの　11月号

　『ダンデライオン』、主人公はそんなすてきな名
前の、男前なライオンです。朝、いつものように
目覚めてストレッチをしていると、『土曜に
ティーパーティーをひらきます。ぜひともおきら
くにおでかけください。ジェニファーキリン　３
時から』という郵便が届きます。土曜日は今日な
のです。「今日はかみを切りに行こうと思ってい
たんだ」ダンデライオンは、お気に入りの白い
セーターに着替えて急いで床屋へ向かいました。
けれども失敗して毛がふわふわ総立ちです。慌て
た床屋はライオン雑誌のファッションモデルに
そっくりに、カールをつけてウェーブに仕上げま
した。なかなか立派です。でもこうなると、セー
ターではぱっとしません。途中で店に寄り、最新
のジャケットを買います。ジャケットに合う帽子
とステッキも買います。立派な紳士ライオンの出
来上がり。ばっちりウエーブを決めて、おしゃれ
な帽子とジャケットにステッキ。雑誌から抜け出
たみたいなダンデライオン。気合いが入ってすご
くかっこいいのですが・・でも見慣れた通りを歩
いている姿はなんだかちょっとこっけいです。み
んなでお茶を楽しんでいる所にいたとしても浮い
てしまいそう。けれども、ダンデライオンはおみ

やげにたんぽぽ
を 持 っ て 張 り
切 っ て ジ ェ ニ
ファーキリンの
家を訪ねます。
ところが、ダンデ
ライオンはおしゃ
れしすぎて、ジェ
ニファーキリンに
気づいてもらえず中へ入れてもらえません！さ
て、ダンデライオンはどうなるのでしょうか？
　普通ライオンと言えば怖いイメージがあります
が、このライオンはやることがとてもかわいいの
です。床屋に行ってパーマをかけたり、爪の手入
れをしたり、かっこいい服を着たり。ちゃめっけ
たっぷりです。内容はしっかりして｢ありのまま
の自分が一番！ ｣というメッセージが伝わって、
絵も荒くなくやさしい線と色で描かれています。
外国のどこかに絶対この主人公は住んでいるだろ
うな、と思ってしまいます。

（読んであげるなら　５・６才から　
　自分で読むなら　小学低学年から）

『ダンデライオン』 
作・絵： ドン・フリーマン　訳： アーサー・ビナード ／ 福音館書店　／ 2005年02月発行 

子どもたちに勧めたい本をご紹介します。 
本選びの参考になさってください。 

＊子どもの本棚＊ 

9：30～18：00
本　館

開館時間
枝川分室

毎週月曜日・祝日
館内整理日（30日　木曜日）本　館

休　館　日

月・水・金・日・祝日枝川分室

� 850－4360本　館
電話番号

� 850－4350枝川分室

http://inolib.town.ino.kochi.jp　

P e e k  a  B o oP e e k  a  B o o

乳幼児と保護者を対象に、１階絵本コー
ナーで手遊びや読み聞かせをしています。
どなたでもお気軽においでください。 

あかちゃんと 
おかあさんの 絵本の時間 

11月21日（火）10：30～11：00
☆毎月第3火曜日☆ 
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子どもから、おじいちゃん・おばあちゃんまで、いつまでも楽しく活動できる。
そんなクラブを目指しています。 

い の ス ポ ー ツ ク ラ ブ 
スポーツ教室・大会予定 

総合型地域スポーツクラブ 

さあ！！いって・みて・やってみよう 

　　子どもから高齢者まで楽しく遊べるNEWスポーツ、軽スポーツを体験する、生涯スポーツ

フェスティバルを開催いたします。ご家族やお友だちとお誘い合わせのうえ多数ご参加く

ださい。 

開 催 日 時　11月12日（日） 

会　　　場　いの町総合運動場・青少年体育館 

参　加　料　大人200円・中学生以下100円 

持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

いの！YOU・遊スポーツ みんな集まれ！天王に！ 

開 催 日 時　11月19日（日）9：00～17：00 

会　　　場　伊野体育館 

指　導　者　日本バレーボール協会公認　ソフトバレーボールリーダー　坂本　正則 氏 

参　加　料　小学生の部：1チーム　1，000円 

　　　　　　一 般 の 部：1チーム　2，000円 

申込締切日　11月16日（木） 

持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

備　　　考　※昼食は各自お願いします。 

ソフトバレー交流大会 チーム参加です。（1チーム4名）　小学生の部・一般の部があります。 

開 催 日 時　11月11日（土）・18日（土）・25日（土）　9：30～12：00 

会　　　場　いの町総合運動場補助グラウンド 

参加対象者　小学生　定員20名 

指　導　者　日本ラクロス協会中四国普及部　金子　智枝 氏 

参　加　料　500円 

申込締切日　11月9日（木） 

持参する物　運動のできる服装 

ソフトラクロス教室 上手にキャッチできるかな？ 

開 催 日 時　12月16日（土）　9：00～17：00 

会　　　場　伊野体育館 

指　導　者　いの町体育指導委員　竹田　幸弘 氏 

参　加　料　一人100円 

申込締切日　12月14日（木） 

持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

ドッヂビー交流大会 　 

総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ を 

み ん な で つ く ろ う 
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さあ！！いって・みて・やってみよう さあ！！いって・みて・やってみよう 

初心者成人の方を対象に、夜間行います。週末、スポーツでしっかり汗をかきましょう。 

開 催 日 時　平成19年1月13日（土）・20日（土）・27日（土）　19：00～20：30 

会　　　場　伊野商業高校体育館 

参加対象者　一般　定員15名 

指　導　者　いの町体育会　卓球部　尾崎　伸安 氏 

参　加　料　1回につき500円 

申込締切日　平成19年1月11日（木） 

持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

初心者卓球教室 初心者・成人対象／夜間コース 

開 催 日 時　平成19年1月13日（土）・20日（土）・27日（土）　9：30～12：00 

会　　　場　伊野体育館 

参 加 定 員　15名 

指　導　者　いの町体育会　卓球部　石川　正博 氏 

参　加　料　500円 

申込締切日　平成19年1月11日（木） 

持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

卓　球　教　室 小学生対象 

注意事項 
　☆大会および教室参加中の事故については主催者は応急処置は行いますが、以後は一切の責任を負

いません。参加者は、各自の責任において、事前に健康診断を受けるなど万全を期してください。 

　☆貴重品は各自で保管してください。盗難、破損、損失等について、主催者は責任を負いません。 

　保険について  
　・基本的にスポーツ保険に加入していただきます。 

　　（年間：中学生以下500円　一般1,500円） 

　・スポーツ安全保険は掛け金を振り込んだ日の翌日の0時から

平成19年3月31日の24時まで有効です。 

　・いのスポーツクラブの行う平成18年度の事業にすべて適用

されます。 

―――――――――――――　申込・問い合わせ　――――――――――――― 
いのスポーツクラブ（伊野公民館内） 

　・　　892‐2315　　Email：ino-sc170704@themis.ocn.ne.jp 
【担当】吉本　　【受付時間】平日月曜日～金曜日　9：00～12：00 

協賛：いの町・いの町教育委員会 

音楽に合わせて、楽しくステップしましょう。はじめての方もこの機会に挑戦しませんか？ 

開 催 日 時　平成19年1月13日（土）・20日（土）・27日（土）　10：00～11：00 

会　　　場　伊野体育館 

参加対象者　一般　定員30名 

指　導　者　エアロビクスインストラクター　久保　佐枝 氏 

参　加　料　1回につき500円 

申込締切日　平成19年1月11日（木） 

持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

初心者エアロビクス 音楽に合わせて楽しくステップ♪ 
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いの町観光協会からのお知らせ 

【申し込み】ギャラリー・コパ内いの町観光協会事務局　○　 893‐1211　○　 893‐1205

　いの町観光協会（会長：細川治雄）は『いの町の資源を活用し、観光振興・町の元気づくりに役立つ仕事を
する。』ことを活動の目標にしています。

　『まちの宝再発見セミナー！』のお知らせ　
　いの町のことを知る（再発見する）ことは、町の活性につながると思います。そこで、下記のとおり
セミナーを行います。回数は６回です。お気軽にご連絡、ご参加ください。町の魅力を知り、住みよい
地域をつくりましょう。

【定　　員】各セミナー３０人　※今月は前期３回分のお知らせです。
【申込締切】前期３回について１１月１６日までにお申し込みください。

　　１．１１月２２日（水）１３時３０分～１５時３０分／吾北中央公民館
　　　　「いの町のごりやくさん」～民話から学ぶ～
　　　　　○講師＝市原麟一郎先生（土佐民話の会主宰）
　
　　２．１１月２４日（金）１９時～２０時３０分／越裏門公民館
　　　　「いの町の土佐弁講座」～寺川郷談の中の民俗・文化～
　　　　　○講師＝坂本正夫先生（前・県立歴史民俗資料館長）
　
　　３．１２月１３日（水）１９時～２０時３０分／伊野公民館
　　　　「いの町の建築文化」～風土に合わせた土佐人の知恵～
　　　　　○講師＝上田尭世先生（上田建築事務所長）

　　　　　　※　内容・時間など変更になる場合があります。　
　　
　資源の見直しのきっかけづくりとして、９月３日に「いの大国さま」で行った、映画監督トーク
ショーでのお話の概要をご紹介します。
■東陽一監督　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①和歌山出身ですが、第二のふるさと・いの町へ「もんて

・・・
」来ました。

　②行政の枠を超えた仁淀川文化圏、吉野川源流の文化圏があるはずです。これ
から「いの町」の新しい文化を何年かかけて創ってください。

　③「観光」という言葉を軽々しく言わないでください。観光というのは、全く
新しいものや風景、人などに出会った感動ですから。

　④どうか住民の皆さん自身の内発的なものを大切にしてください。
■山上徹二郎プロデューサー㈱シグロ代表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①映画の制作会社を作って、今年で20年目です。そして今日のような皆さんと

の出会いを大事にしたいと思います。
　②映像に関わる仕事をしていますが、「音」で地域を記録することを真剣に考え

ています。いの町の住んでいる人にしかできない、たくさんの「音」を撮り
ためてください。

■井坂聡監督　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①東京で生まれ育ちました。皆さんと同じように、住んでいるところを大事に

したいです。
　②いの町の人が見慣れた風景でも、ぼくたちが見たら、ハッとするいい場所が

あります。愛着や誇りの持てる地域を作ることが大事です。

お 願 い 
①催し、文化・民俗、人物、おいしいもの、
五感に感じる自然などの情報をお寄
せください。 
　ご意見等でもかまいません。お待ちし
ています。 
②観光協会の会員を募集しています。
年会費は団体１０，０００円、個人５，０００円
です。 
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いの町グリーンツーリズムだより（第17回）

　

　
　小川柳野にある地域間交流施設「ふれあいの里柳野」で９月２６日から１２月１５日まで、毎月１回
計４回のそば打ち、こんにゃく作り体験を開催中です。

　柳野で育ち、水車で挽いたばかりのそば粉を使ったそば打ち体験、柳野こんにゃくいもを使っ

たこんにゃく作りを体験できます。

　また、昔なつかしい水車小屋の見学や珍しい地層の柱状節理と中山の滝もあり、ゆっくりとし

た時間を過ごすことができます。

　皆さまお誘い合わせの上お越しください。

�日　　時

�場　　所　ふれあいの里柳野　いの町小川柳野２４８２番地
�募集人数　各回１０人程度
　　　　　　（参加人数によっては日程変更する場合があります。）
�体験時間　約２時間を予定しています。
�参　加　費　お一人様　２，０００円　小学生　半額　幼児　無料
�そ　の　他　５名以上の場合は上記の日程でもご相談に応じます。
�申込・問い合わせ

　　　　　　ふれあいの里柳野　いの町小川柳野２４８２番地
　　　　　　� ８６８－２１４８
　　　　　　（８時～１７時　火曜・金曜は定休日）

子供の歯並び3歳までが、とても大切！ 
　最近、歯並びや噛みあわせの悪い子供さんが増えています。 
　よい歯並びになるか、悪い歯並びになるかは、３歳ごろまでにある程度決定し 
てしまうと言われています。遺伝の影響も大きいのですが、生活習慣や生活様式など
の後天的な影響も非常に大きく、ほんの数年前と比べても明らかに子供の噛みあわせは、
変化しています。 
　歯並びは、姿勢や骨格と密接な関係があり、背骨が曲がると歯並びも曲がると考え
てよいかもしれないですね。お子様の歯並びには十分、気をつけていきましょう。 
　　　　　　　　　　　　  安光歯科　院長　安光　秀人 
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申し込み期限こんにゃく作りそば打ち体験

11月20日（月）　15時まで11月24日（金）　13：00～11月24日（金）　10：30～

12月11日（月）　15時まで12月15日（金）　13：00～12月15日（金）　10：30～

有料広告

ふれあいの里 
柳野 そば打ち、 

こんにゃく作り　体験中！！ 
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上下水道休日当番 

飼えなくなった 
犬の収集日程 

今月の納税 

※都合により当番医が変更となる場合があります。 
　受診の前に電話でご確認ください。 

休日当番医 

11

いの町上下水道組合 
　090‐9555‐6246

※吾北・本川地区の方は、処理手続きの都合上前日
16時までに各総合支所に連絡をお願いします。 

●伊野地区……役場本庁・各出張所 
●吾北地区……吾北総合支所 
●本川地区……本川総合支所 

問い合わせ　　環境課 　 893‐1160　 

吾北地区農漁村女性グループ研究会 
（木ノ瀬生活改善グループ）から一言 

　木ノ瀬生活改善グループでは、金曜日を除く毎日、
楽市加工所で農産加工品を作って道の駅「６３３美の
里」に出品しています。会員が毎日交代で田舎寿司や
まんじゅうを作っています。皆さん、是非道の駅「６
３３美の里」にお越しください。 

問い合わせ 
　企画課 　 ８９３‐５８５５　　 ８９２‐０３５３ 

　Eメールアドレス　kikaku@town.ino.kochi.jp
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固定資産税 4期 
国保税・介護保険料（本算定） 7期 

11月6日（月）・20日（月） 
12月4日（月）・20日（水） 
受付時間  8：30～9：30

 
3（金） 
5（日） 
12（日） 
19（日） 
23（木） 
26（日） 

　 
3（日） 
10（日） 
17（日） 
23（土） 
24（日） 
31（日） 

 
893‐5111 
893‐0047 
891‐6565 
893‐2455 
892‐0296 
893‐1551 

　 
893‐0047 
892‐2555 
893‐5111 
893‐1551 
893‐5712 
893‐0014

 
さ く ら 病 院  
関 田 病 院  
町 田 整 形 外 科  
西 村 整 形 外 科  
高 岡 内 科  
仁 淀 病 院  
　 
関 田 病 院  
宮 内 医 院  
さ く ら 病 院  
仁 淀 病 院  
田 村 外 科  
森 木 病 院  

――――――― 11 月 ――――――― 

――――――― 12 月 ――――――― 

－作り方－ 
①さつまいもを蒸し、皮を取り除き冷めないう
ちにすりつぶす。 

②小さく丸める。（この中に季節の栗等を入れて
もよい。） 

③ソーメンを2㎝ぐらいに切っておく。 
④水に少し小麦粉を入れ混ぜる。 
⑤④に②の材料を入れまぶしパットに入れ上か
らソーメンを振りかけるようにまんべんなく
いがぐりのようにつける。 

⑥中温の油で揚げる。 
ワンポイント！ 
　地域でとれたさつまいもでちょっと目先を変
えてこんなに可愛いおやつができました。 

　簡単にできるのでお茶の間の友に、子どもの
おやつに作ってみてはいかがでしょうか？ 


